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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・高度経済成長期には大都市へ急激に人口・産業が集中した。住宅地の開発が盛んに行われ、東京の市街地は大きく拡大した。

・都市内の道路整備は積極的に進められたが、自動車交通量の増加はそれをしのぐものがあり、道路渋滞はバス運行速度も低下させ，定時性を著しく損なうことになった。

・近年、交通弱者に対する交通施策、交通管理計画の実施、既存公共輸送機関の改良、新しい交通システムの開発など都市交通施策の多様化が求められるようになり、中量高速交通施設としての都市モノレールや新交通システム、バリアフリー施策，交通需要マネージメント(TDM)施策、VICS等のITS施策に取り組んでいった。


F.

it

BB it
H B Hhig;
AR, i













	土木学会地球温暖化対策特別委員会シンポジウム�「土木工学は地球温暖化問題にいかにして挑むのか？」��地球温暖化問題と都市交通システム
	話の概要
	自動車とわれわれの�くらし・都市・社会
	安くなった自動車
	自動車・自転車・徒歩で�１時間で行ける範囲
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	東京圏の地域別・時点別交通エネルギー消費量
	低炭素交通システムを目指して
	検討の視点と可能性
	電気自動車（ＥＶ）への転換可能性
	スライド番号 16
	複数保有世帯内での交換利用
	世帯内での交換利用（１ヶ月の実測）
	世帯内での交換利用を想定した場合の�電気自動車の代替可能性
	エネルギーの効率的利用
	スライド番号 21
	アイドリングストップの効果
	ＥＣＯドライブの効果は大きい
	公共交通への期待と現実
	これからの公共交通�　　　　　　　　　高まる課題と厳しい現実
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	そこで、コミュニティバスの導入
	しかし、コミュニティバスの収支は・・・
	スライド番号 30
	CO2排出量から見たコミュニティバスは？
	日本の公共交通制度の２大原則
	CO2削減とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ｱﾌﾟﾛｰﾁ
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	国別　肥満度と�徒歩・自転車・公共交通利用率(都市交通)
	気持ちの豊かさ
	社会的ジレンマの構造
	協力行動と非協力行動の模式図
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	集計的効果　（竜ヶ崎市コミュニティバス） 
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	市街地（人口集中地区）の拡大と鉄道
	スライド番号 47
	都市のコンパクト化の課題
	終わりに：まとめにかえて
	ご静聴ありがとうございました

